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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· オンコールが変更あります。2月15日（金）東→谷藤　3月3日（月）谷藤→東
となります。
· H20年度日精協の通信教育について件名について、各コース（精神科介護士・基礎コース･上級コース・指導者養成コース）の募集要項が届いています。興味・関心、参加希望の方は佐藤A.O.Mが資料を持っていますので、確認するようお願いします。

· 至急の検査結果報告について依頼した場合、17時以降検査センターより検査結果報告のＴＥＬがある場合があります。情報収集しやすいように「至急結果報告用紙(TEL用)」を準備しています。スタッフオフィス内電話横に保管しています。

･　処方箋、検査箋、処置箋の半券がシステム上、医師確認、指示受け者、実施者の確認

がとれないものになっている為、今後確認ができるよう管理方法の見直しを行います。

SGMよりスタッフ個別に把握できたかのチェックを行い3/1深夜より実施となります。各自企画書の確認をお願いします。

＜OT一週間の報告･検討＞

蛯名　勝幸様～現在漢字の書き取りを一日1枚から2枚を目標に取り組んでいる。外泊後、表情冴えず会話のトーンも低く1枚程度で終えられている。御家族様面会時に本人から「寝てばかりいないで、起きる時に起きて自分なりに努力するから見てほしい」と話され、外泊訓練を通しご家族も様子を見ていくと話されている。今回外泊時の状況として、奥様より雪かきや牛乳パック開きは行ってくれたが、朝起きれず変化が見られなかった事で、帰院時車の中で喧嘩してきたとの情報があった。入院生活の中から自宅での生活を意識する事を目標に活動性の維持を行っていくよう援助していく。

＜注目患者様ケース検討＞

船場　幸子様～退院準備について2/15Pm13:00退院予定だが、姉様が何時に来院し何で病院へ来られるのか(自家用車、電車?)布団購入の為サンワドーに外出されるがアクセスも不明。布団購入後の運搬について本人はサンワドーの配送サービスを利用したい。当日の昼食を外出先で摂るか、病院にて摂るか。私物の運搬について業者依頼するか(私物量約ダンボールみかん箱4箱･ダスロール40L 3つ)等本人不明点を挙げている。担当より上記も含めて姉様へ確認して頂くよう申し送りがあり対応したが、聞き取り不足な点があり、スタッフより姉様へ再度連絡し確認する事としている。

＜Dr川端ケース検討･診察＞

吉田　富秋様～本日、青風荘見学に末政PSWと共に行かれている。見学に対しては意欲的で「場所もわかるし、知っている人もいるから」と話し表情よく見学されている。施設職員からの施設概要について説明を受け、淡々と話しを聞かれてる。特に本人からの質問はないが、「良い印象」と感想を述べている。主治医へ情報提供している。保護者の兄様へ今後の入院治療の必要性を踏まえ、施設での社会復帰訓練が必要である事を説明していく事としPSWと連携し青風荘入所について進めるよう指示がある。
柳杭田かつ子様～2/15 9:30～12:00下平PSW付き添いで障害者福祉手帳更新手続きの為、市役所へ外出希望あり許可が降りている。2/12準夜帯にて「今すぐ帰りたい。おとうさんが死にそうだ」との発言が聞かれている。本日15時過ぎ「家に行ってきていいですか?姉夫婦がきている」と話し特にその旨家族より連絡が入っていない事を説明し、現実検討促している。以前妄想に左右され階下へ下りられたりする事があった為、所在確認を行っていく。

浅野　秀子様～本人より「よだれや便が気になって落ち着かない」と不調訴えプログラムへの消極さあり本日就床前より臨時薬リスペリドン(1)1×vds　7T処方となる。自分で対処出来ている部分については評価していきながら、日課・プログラムの取り組み状況及び、睡眠状況の変化イライラ感や身体不調について観察・確認を行う事としている。診察にて任意入院継続同意書にサインを頂いている。

木村　梅子様～自己服薬及び管理はミスなく経過している。引き続き時間等アドバイスしながら観察を行う。

平　京子様　～排便状況について主治医へ情報提供している。アローゼン(2日排便が無い時)1×夕食後　10T処方となる。胃部不快の訴え聞かれるが、水分の過剰摂取や嘔吐の影響もあるため、排便のコントロールを第一に行っていく事説明している。

佐々木　康子～夜間覚醒時、身体を動かそうとしても動けないとの訴えあり、本日就床前よりフルニトラゼパム(2) 1T減薬している。本人より佐藤　節子様と付き合うのはどうしてダメなんですか?携帯に電話しつながらなかった、先生からダメと言われて年賀状は出していないがとの訴えがある。他の患者様の情報について詳細は話せないが、退院に向け大事な時期であり佐藤様の行動は悪影響を及ぼす可能性がある事を説明され、本人了解されている。

戸賀沢　潔様～床屋に行きたいとの希望あり、正月の外泊の件(姉様へ無断で外出し、他者宅に泊まりお金を借りた)を踏まえ、姉様の許可をきちんと得るよう説明がある。スタッフ付き添いにて対応する。

小坂　君子様～幻聴に関して訴えあるが、現実検討されスタッフへも話し軽減できている為、あまり気にしないようアドバイスを受けている。本人より昨日、地域交流を目的に美容室でシャンプーし、やりとりがうまくできた事を報告している。

　　　　　　　　

　　　　　　　










